
※下記の評価項目を参考に総合的にａ～ｅを評価する。

ａ□工程管理が非常に優れている。 ｂ□工程管理がやや優れている。 ｃ□他の事項に該当しない場合。 ｄ□工程管理がやや不備である。 ｅ□工程管理が不備である。

□  1.災害復旧工事及び施工条件の変更等による工期的な制約がある中で余裕をもって工事を完成させた。 □左記項目を総合的に判断して工程管理が不備である。

□  2.隣接する他の工事等との積極的な工程調整を行いトラブルを回避した。

□  3.地元調整を積極的に行い、トラブルも少なく、工期内に工事を完成させた。

□  4.代休等を確保するなど、適切な人員管理による工程管理が地域住民に好印象を与えている。 上記項目に該当があれば・・・ｅ

□  5.配置技術者（現場代理人等）の積極的な工程管理の姿勢が見られた。

□  6.その他

理由： □左記項目を総合的に判断して工程管理がやや不備である。

□  　該当項目なし

上記項目に該当があれば・・・ｄ

１～６のうち該当項目が３項目以上・・・・・・・・・・ａ

１～６のうち該当項目が２項目・・・・・・・・・・・・ｂ

１～６のうち該当項目が１項目又は該当なし・・・・・・ｃ
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Ⅱ.工程管理2.施工状況


